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※状況により日程変更や中止する場合が
　あります休日行事等の内容

【安全・安心な教育の推進】
・小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があっ
てもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「そ
う思う」と回答する児童の割合を89％以上にする。（Ｒ６年度
78.3％）
・小学校学力経年調査における「自分には、よいところがある
と思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を
89％以上にする。（Ｒ６年度79.6％）

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う
活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが
できていますか」に対して、最も肯定的な「当てはまる」と
回答する児童の割合を43％以上にする。（Ｒ６年度39.1％）

10月26日（日）　運動会

【学力と体力の状況調査については 16 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】

高倉小学校は、「行ってきます」と家を出た子どもが無事に「ただいま」と帰ってくるという「当たり前の日常」を永続的に保
障することを第一に考えております。高倉地域には、「オレンジ隊」という見守り隊のボランティアの方々が毎日、登下校の安全
を見守ってくださっています。そのおかげで「何も起こらなかった」という、誰からも評価されないけど最も大切な成果を上げ
ています。
学校教育目標は、「『ともに幸せに生きる力』を育てる」です。教職員で「ともに幸せに生きる力」って何だろうと話し合っています。
この究極の問いを子どもたちとともに考え、追求しています。そして、「奪い合う」ことが当たり前になりつつある世の中を、「分
かち合う」価値観に変換していける知性と勇気を持ち、正直で親切な子どもを教職員と保護者と地域の力を結集して育てていき
たいと思います。

校長　阪口　篤

○結果の概要
国語の平均正答率は66%（市66、全国67.7）、算数は63%（市
62、全国63.4）でほぼ大阪市の平均結果と同じであった。平均
無答率は国語3.9%（市3.3、全国4.2）、算数2.7%（市3.2、全国
3.4）で算数の空欄の割合が少なかった。

取組の成果と課題、アクションプラン
［国語］
「読み取る」問題の正答率は高いが、「書くこと」に対して課題
があることがわかった。読書習慣を身につけさせ、読解力を高
めていく。また、授業内でICTを活用し、学び合いの場面を持
てるようにしていく。

［算数］

令和６年度「全国学力・学習状況調査」結果
○平均正答率（％）

○結果の概要
男子も女子も８種目のすべてで大阪市平均、全国平均値を
上回った。体力合計点でも大きく上回り、とりわけ男子は3.6
ポイント以上も上回っている。

取組の成果と課題、アクションプラン
本校では運動場で遊ぶ児童が多く、そのことが体力・運動
能力向上につながっていると思われる。体育科の授業以外で
も休み時間などで「みんな遊び」などを学級担任が率先して
行うことで運動量が一定量確保され、児童の体力向上につな
がっている。
今後は体育科の授業内でふりかえりを取り入れ、児童によ
り体育への興味関心を促していく。また、「外遊び週間」「な
わとび週間」「かけあし週間」を実施することで、運動習慣が
少ない児童においても運動にふれる機会を多く設け、体力向
上に取り組んでいる。

令和６年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果
○種目別平均値

06－6922－3301 06－6925－3951

http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e521032
※「大阪市立高倉小学校」で検索してください。

阪口　篤

17.83
17.20

21.33
19.83

34.31
37.82

42.67
40.70

55.07
38.52

9.33
9.63

163.15
149.88

22.92
12.75

56.19
55.93

握力 50m走上　体
起こし

長　座
体前屈

反　復
横とび

20m
シャトルラン

立　ち
幅とび

ソフトボール
投　げ

体　力
合計点

男子
女子

学力の状況と学力向上に向けた取組

体力の状況と体力向上に向けた取組

国語 算数

66 63

標準服有り

「見取り図」「体積」など図形領域は正答率が高いが、「速さ」「グ
ラフ」などの数量関係に課題が見られる。ICTを活用し、動画
視聴やデジタルドリルなど個別最適化学習を進めていき、課題
解決に取り組んでいく。

［自主学習の推進］
学習の定着化をはかるために「朝学習」のくふう、「自主学習ノー
ト」の積極的活用などに取り組んでいます。
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